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研究成果の概要（和文）：　本研究期間中に、ガーナ国クマシの伝統的産業集積地で徒弟のライフヒストリーの
聞き取りを行った。30 名の追跡調査をするとともに、技能生成過程を知るため、技能レベルと日常の作業、技
能を身に付ける過程を参与観察した。
　同時に、こうした伝統的な徒弟制度を通じた職能形成を行っているアサンテ族が用いる他のアサンテ族の口承
の民族史の聞き取りを行った。
　この結果、村での口承においても、産業技術の習得においても、伝統的な教育では、学習すべき内容を要素に
分けて順次蓄積するという方法ではなく、事象の分析が先にあり、それに対処するための技術を問題解決型で学
んでいることが、認識論の観点からも説明できることが分かった。

研究成果の概要（英文）：In this study, life stories were collected from 30 apprentices and masters 
of informal sector workshops in a large traditional industry cluster in Kumasi, Ghana. Throughout 
the project period, these 30 people were regularly visited for follow-up study. Also, to untangle 
how knowledge is transmitted in the process of work, continual participant observation was conducted
 in a few workshops.
Besides, traditional chiefs and their interpreters were visited in Ashanti villages to collect 
ethnic histories which have been orally transmitted by interpreters of each clan. Such stories are 
analyzed as forms of education and knowledge transmissions across generations.
As a result of these studies, it is confirmed that the process of learning in traditional Ashanti 
society is contextualized and through problem-solving in the interactive processes, instead of 
following the logical structure of theoretical learning. It suggests a fundamental epistemological 
difference from school-based learning.

研究分野：比較国際教育学、アフリカ研究
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１．研究開始当初の背景 
 
申請者の過去の調査から、アフリカの伝統的
知識観・教養観では、普遍的な知識よりも、
特定の場での人々とのインターアクション
の中で、状況に関連付けた知識を示すことを
教養とみなす傾向があることが分かってい
た。これに対し、スタンダード化された「学
ぶべき」内容をモジュール化して効率よく教
える、という学校教育の発想は、そもそも外
来のものである。しかし、こうした進歩主義
的教育観が、西洋以外の社会における学びを
説明しきることができるかは、未だ検証が不
足しており、特に急速に学校教育が普及した
アフリカにおいて認識論的分析が必要であ
った。 
 
２．研究の目的 
 
本研究は、アフリカにおいて、伝統社会の教
育観や、技能・知識習得のあり方を解き明か
すことにより、この 20 年ほどの間に爆発的
に普及した学校教育が、アフリカ社会に元か
らある学びの考え方や実践とどのように整
合し、または不整合を起こしているかを検討
することを目的とする。また、そうしたアフ
リカ社会での広義の教育と学校教育の関係
や社会的、教育的意味を問うことを通じて、
近代ヨーロッパの時代的、文化的コンテクス
トの中で形成され、その基本的枠組みを基に
発展してきた教育学を、視点を変えて考察す
ることも目指してきた。 
 
３．研究の方法 
 
研究は、以下の 4つの活動によって構成され
ていた。 
データ収集段階 
(1) アシャンティ族及び同じ民族グル
ープに属するファンティ族のことわざ、シン
ボル、民族の口承の歴史の収集 
(2) アシャンティ州都のクマシの伝統
的産業集積地で徒弟をする若者の技能形成
パターンの参与観察とインタビュー 
 
分析・理論化段階 
(3) ことわざ、シンボル、歴史の内容分
析を通じた、伝統的な教育思想と方法の把握 
(4) 徒弟の技能形成パターンから、体験
的学習の傾向把握 
 
４．研究成果 
 
 本研究期間中に、ガーナ国クマシの伝統的
産業集積地で徒弟のライフヒストリーの聞
き取りを行った。更に、過去に既にインタビ
ューした 30 名の追跡調査をするとともに、
技能生成過程を知るため、機械工、電機工、
溶接工の工場各 2 か所ずつで、新入り、1年
目、2 年目の徒弟、徒弟頭につき、技能レベ

ルと日常の作業、技能を身に付ける過程を参
与観察した。 
 同時に、こうした伝統的な徒弟制度を通じ
た職能形成を行っているアサンテ族が用い
る他のアサンテ族の口承の民族史の聞き取
りを行った。 
最終年度である 29 年度は、ガーナ国クマ
シの伝統的産業集積地での徒弟と親方のラ
イフストーリーインタビューに基づき、研究
論文を執筆する他、親方と徒弟の日常の仕事
の様子を参与観察し、同じ技術を学校で教え
るカリキュラムと対比して、学習の内容や方
法にどのような違いがあるかを明らかにし
た。 
さらに、アサンテ族の口承の民族史の聞き
取りに基づき、伝統社会では、どのように知
識伝達がなされていたかを分析した。この結
果、村での口承においても、産業技術の習得
においても、伝統的な教育では、学習すべき
内容を要素に分けて順次蓄積するという方
法ではなく、事象の分析が先にあり、それに
対処するための技術を問題解決型で学んで
いることが、認識論の観点からも説明できる
ことが分かった。 
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国内外の別：  
 
〔その他〕 
ホームページ等 
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